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人
工
巣
穴
は
、
真
砂
土
の
崖

に
ト
ン
ネ
ル
状
の
穴
を
掘
っ
て

営
巣
す
る
ヤ
マ
セ
ミ
の
習
性
に

合
わ
せ
た
縦
横
六
〇
㌢
、
奥
行

き
二
二
〇
㌢
の
木
製
の
箱
型
。 

営
巣
し
な
か
っ
た
二
二
年
の

巣
穴
は
、
箱
の
中
の
土
が
硬
過

ぎ
た
の
か
、
ヤ
マ
セ
ミ
が
関
心

を
示
し
た
痕
跡
は
あ
っ
た
が
、

途
中
で
放
棄
し
た
よ
う
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
巣
穴
が

あ
る
場
所
の
土
の
状
態
を
目
標

に
、
箱
へ
詰
め
る
土
の
硬
さ
を

研
究
し
、
材
質
を
改
良
し
た
。 

 

佐
藤
亜
沙
部
長
は
「
こ
れ
で 

           

前
回
述
べ
た
五
大
壮
観
の
一

つ
、
竜
門
で
あ
る
。
現
在
に
比
べ 

水
量
が
多
く
、
滝
音
が
両 

岩
壁
に
響
い
て
い
た
の
で 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

広
島
鉄
道
局
が
一
九
三 

五
年
、
広
島
と
山
口
の
名 

所
を
絵
葉
書
セ
ッ
ト
に
し 

た
う
ち
の
一
枚
で
、
ほ
か 

 

    

  

巣
穴
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え

る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
ヤ
マ

セ
ミ
は
営
巣
場
所
を
春
先
か
ら

探
し
始
め
る
。
ヤ
マ
セ
ミ
部
は

観
察
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
継
続
的
に
巣
穴
を
改
良
し
、

ヒ
ナ
の
巣
立
ち
を
目
指
す
。 

巣
穴
は
並
べ
て
設
置
さ
れ
、

正
面
は
黄
土
色
の
コ
ン
パ
ネ
。

柴
木
川
ダ
ム
左
岸
の
公
園
か
ら

旧
Ｊ
Ｒ
線
の
方
向
に
見
え
る
。 

  
 

  

二
〇
二
四
年
度
の
サ
ン
ト
リ

ー
世
界
愛
鳥
基
金
の
助
成
が
十

二
月
十
五
日
、
ヤ
マ
セ
ミ
の
保

全
活
動
に
対
し
て
決
ま
っ
た
。

人
工
巣
穴
の
先
進
地
視
察
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
助
成
額
は

八
十
九
万
円
。
昨
年
か
ら
の
継

続
で
二
年
目
、
最
長
三
年
。 

    

に
厳
島
神
社
や
阿
伏
兎
観
音

（
福
山
）、
錦
帯
橋
、
青
海
島
、

長
門
峡
が
あ
り
、
鉄
道
の
利
用

促
進
を
狙
っ
た
企
画
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
当
時
、
三
段
峡
に

鉄
道
は
な
か
っ
た
が
、
広
島―

浜
田
間
に
は
建
設
計
画
が
あ

り
、
す
で
に
着
工
し
て
い
た
。 

 

竜
門
の
岩
壁
は
下
流
か
ら
見 

 

     
 

           

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
旺
盛
」。

辰
年
は
活
力
旺
盛
に
な
り
、
形

が
整
う
と
あ
る
。
さ
ん
け
ん
も 

          

る
と
左
へ
傾
い
て
い
る
が
、
写

真
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
東
京

の
印
刷
会
社
が
誤
っ
て
裏
焼
き

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
構
図

は
熊
南
峰
が
撮
影
し
た
写
真
と

全
く
同
じ
で
、
原
稿
は
そ
の
原

版
か
も
知
れ
な
い
。 

 

南
峰
が
黒
淵
で
は
な
く
竜
門

を
五
大
壮
観
に
選
ん
だ
の
は
、 

 

               

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
定
着
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
活
発

に
し
て
、
ど
ん
な
活
動
を
す
る

団
体
な
の
か
、
会
の
形
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
年
に
し
た
い
。 

 

昨
年
五
月
に
誕
生
し
た
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
に
は
、
約
四
千
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
三
段
峡
に
必
要

な
施
設
だ
と
確
信
し
た
。
今
春 

 

上
流
部
へ
注
目
を
集
め
て
三
段 

峡
を
見
て
も
ら
う
た
め
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
滞
在
時
間
を
長
く 

す
れ
ば
、
周
辺
集
落
も
偏
り
な

く
潤
う
。 

峡
内
中
央
へ
水
梨
林
道
が
通

っ
て
か
ら
は
、
下
流
部
の
ブ
ラ

ン
ド
化
が
必
要
に
な
り
、
黒
淵

を
含
め
た
五
大
景
観
と
し
た
の

だ
ろ
う
。
三
段
峡
全
体
を
い
か

に
見
て
も
ら
う
か
は
、
今
も
変

わ
ら
ぬ
課
題
だ
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

挑
戦
挑
戦 

              

か
ら
は
カ
フ
ェ
営
業
に
よ
る
収

益
化
を
目
指
し
た
い
。
苦
手
分

野
で
は
あ
る
が
、
避
け
て
通
れ

な
い
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入

れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。 

 
 
 
 

 

 

来
年
は
三
段
峡
の
名
勝
指
定 

   

百
年
。
熊
南
峰
ら
先
人
の
功
績

に
報
い
、
次
の
百
年
へ
つ
な
ぐ

企
画
の
準
備
を
進
め
る
。 

     

第
七
回
さ
ん
け
ん
祭
が
十
二

月
十
七
日
、
さ
ん
け
ん
会
員
二

十
三
人
が
参
加
し
て
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

Ｅ
で
開
か
れ
た
。
井
上
嵩
浩
隊

員
が
展
示
解
説
、
本
宮
芳
太
郎

君
が
北
海
道
登
別
視
察
の
報

告
、
大
崎
壮
巳
理
事
が
北
極
調

査
を
報
告
し
た
。
昼
食
は
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
提
供
予
定
の
「
牛
セ

イ
ロ
」
の
試
作
が
披
露
さ
れ
、
好

評
だ
っ
た
。
午
後
は
小
林
久
哉

副
理
事
長
の
案
内
で
峡
内
を
散

策
し
た
。
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
は
こ
の

日
か
ら
冬
季
休
業
に
入
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

観
は
、
地
球
の
営
み
が
積
み
重
な

っ
て
形
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

三
段
峡
の
断
崖
や
滝
、
谷
底
を
え

ぐ
る
流
れ
を
見
る
に
つ
け
、
人
智

の
及
ば
ぬ
悠
久
の
歴
史
を
思
う
。 

  

▼
驚
異 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

一
月
一
日
午
後
十
六
時
十
分
、

石
川
県
能
登
半
島
を
中
心
に
、
震

度
七
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
津 

  

一口メモ 

波
、
地
割
れ
、
崖
崩
れ
、
火
災
な

ど
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
人
々

の
日
常
は
大
自
然
の
驚
異
の
中

に
あ
る
。
海
岸
は
一
気
に
四
㍍

も
隆
起
し
た
。
風
光
明
媚
な
景 

   

上
流
部
へ
客
誘
う
竜
門 

写
真
は
裏
焼
き 

（１４） 

 

 

企業の支援受け保護活動 
 パタゴニアやマイクロン・テク

ノロジの寄付による支援、サント

リー世界愛鳥基金の助成を得て、

オオサンショウウオの三段峡内で

の生息調査やヤマセミの人工巣穴

の製作・設置、観察を継続する。 

 

LOUPEの運営 一層充実 
 ＬＯＵＰＥでカフェ営業（土日

祝）を実施、井上嵩浩隊員を中心

にしたビジターセンターの展示・

運営の充実を進める。今年から月

１回のペースで、三段峡の魅力を

紹介する企画展を実施する。 

 

名勝指定１００周年へ準備 
 来年の名勝指定 100 周年に向

け、記念事業の計画を準備する。

行政や三段峡に関係のある団体と

の協力を進めるとともに、昨年、

名勝指定 100周年を迎えた帝釈峡

関係の団体との連携に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

2024年の主な事業計画 

本宮炎理事長 

第
七
回
さ
ん
け
ん
祭 

牛
セ
イ
ロ
が
好
評 

自伐型林業を現地視察 
生物多様性保全、学びの場で連携へ 

テ
ー
マ
「
旺
盛
」 

カ
フ
ェ
の
収
益
化
、
外
国
人
受
け
入
れ
に
挑
戦 

本
宮
炎
理
事
長 

「定
着
し
た
事
業 

さ
ら
に
活
発
化
」 
サ
ン
ト
リ
ー
愛
鳥
基
金 

継
続
助
成 

八
十
九
万
円 

 

 

自
伐
型
林
業
と
さ
ん
け
ん
が
考
え
る
環
境
保
全
活

動
を
マ
ッ
チ
ン
グ―

。
林
業
に
従
事
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
大
谷
和
輝
さ
ん
の
案
内
で
十
二
月
二

十
六
日
、
本
宮
炎
理
事
長
ら
三
人
が
戸
河
内
の
段
地

区
に
あ
る
作
業
地
を
訪
れ
た
。 

 

自
伐
型
林
業
は
、
生
物
多
様
性
の
高
い
森
林
生
態

系
と
の
両
立
を
目
指
す
。
大
谷
さ
ん
は
徳
島
県
で
の

例
を
挙
げ
、「
木
材
を
生
産
す
る
た
め
の
森
林
の
中
に

自
然
に
近
い
植
生
を
保
ち
、
在
来
種
を
中
心
に
し
た

動
植
物
が
存
在
す
る
環
境
に
し
た
い
」
と
説
明
し
た
。 

 

さ
ん
け
ん
は
こ
の
事
業
に
連
携
し
、
森
林
を
含
む

太
田
川
流
域
の
環
境
保
全
の
一
環
と
し
て
取
り
組

み
、
次
世
代
の
学
び
の
場
に
活
用
す
る
。
井
上
嵩
浩

隊
員
は
「
町
内
の
森
林
経
営
と
環
境
保
全
を
両
立
さ

せ
て
後
世
に
残
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。 

           

 ヤマセミの保護活動を目的に昨年発足した「さんけんヤマセ

ミ部」は 12 月の 3 日間、さんけん会員の上野吉雄さんの指導

を受け、2022年春に柴木川ダム近くに設置した人工巣穴２基を    

改良し、同所へ再設置した＝写真。 

 

 

 

旧

巣
穴
に
関
心
示
し
た
痕
跡 

途
中
で
巣
づ
く
り
放
棄
か 

ヤマセミの人工巣穴 再設置 
実際の巣の土を研究 硬さ改良 


